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ホ

ド

ニ

小

史

||
原
因
理
由
を
表
す
用
法
の
成
立

ーーー

キ
ー

ワ
ー
ド一
ホ
ド
ニ、
重
時性、
先
後性、
因
果性、
己
然
形
十パ

要

旨

活
用
語
に
承
接
す
る
ホ
ド

ニ
が 、
時
間
的
用
法
か
ら
因
果
的
用
法

(
原
因
理
由
を
表
す
用
法)
へ
拡
張
す
る
時
期
と
そ
の
過
程
に
つ
い
て 、

ホ
ドニ

の
前
後
に
あ
る
句
(
前
件
句・
後
件
句)
の
表
す
事態
聞
の
関

係
に
着
目
し
て
考
察
す
る 。
ま
た 、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
も
述べ
る 。

平
安
時
代
の
ホ
ドニ
は 、
前
件
句
の
事態
と
後
件
句
の
事態
と
が
時

間
的
に
重
な
る
I

〈
重
時性
〉
の
段
階
に
あ
る 。
院
政・
鎌
倉
時
代
に

は 、
前
件
句
と
後
件
句
と
が
時
間
的
な
重
な
り
を
持
た
ず 、
二
事態
聞

の
時
間
的
先
後
関
係
を
表
す
H〈
先
後性
〉
の
段
階
に
な
る 。
や
が
て 、

鎌
倉
時
代
末
期
に
は 、
時
間
関
係
か
ら
離
れ
た
因
果
関
係
を
表
す
m

〈
因
果性
〉
の
段
階
に
な
る 。
I
H
の
段
階
は
時
間
的
用
法
と
見
な
し 、

川
の
出
現
を
も
っ
て
因
果
的
用
法
の
ホ
ド

ニ
の
成
立
と
考
え
る 。
ま

た 、
ホ
ド

ニ
が
因
果
的
用
法
を
持つ
よ
う
に
な
る
要
因
は 、「
己
然
形+

君く

ヲム

田

パ」
が一
般
条
件
に
偏
り、
必
然
条
件
を
表
す
所
が
空
き
間
と
なっ
た

こ
と
に
求
め
ら
れ
る 。

は
じ
め
に

活
用
語
に
承
接
す
る
ホ
ド
ニ
が 、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
げ
て
原

因
理
由
を
表
す
用
法(
以
下「
因
果
的
用
法」
と
呼ぶ)
を
持っ
て
い
た
こ
と
は 、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日本
文
典』
(
長
崎
学
林 、
一
六
O四
八)
の
「
動
調
の
後
に

置
か
れ
た
明。ao
E
(
程に)
は
理
由
を
示
し 、
Z
ぞO門
広(
に
依っ
て)
と
同

意
で
あ
る」
(
土
井
忠
生
氏
訳 、
四
五五
頁)
と
い
う
記
述
を
持
ち
出
す
ま
で
も

な
く 、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
例
え
ば 、
次
の
よ
う
な
例
が

注
l

そ
う
で
あ
る 。

-
人
ガ
ア
レ
パ
ク
イ
モ
ノ
ヲ
ス
ル
ホ
ド一一 、
姻
ガ
ア
ル
ゾ 。
(『
玉
塵
抄』
巻

十二 、
3

・
二
六
六
頁)

2
平
家
の
由
来
が
聞
き
た
い
ほ
ど
に 、
あ
ら
あ
ら
略
し
て
お
語
り
あ
れ 。

(「
天
草
版
平
家
物
語」
3

⑩)

3
国本
に
は
ま
ち
か
ね
て
い
ま
ら
せ
う
程
に 、
か
ひ
物
を
と
と
の
へ
て 、



急
で
下
ら
ふ 。
(『
虎
明
本
狂
言』
ま
ん
ぢ
う 、
上・
三
O
O
⑬)

当
時
の
因
果
的
用
法
の
ホ
ド
ニ
の
状
況
に
つ
い
て
は 、
抄
物
資
料 、
キ
リ

注
2

シ
タ
ン
資
料 、
狂
言
資
料
を
扱っ
た
小
林
千
草
氏
の
研
究
に
よ
っ
て 、
口
語

性
の
強
い
資
料
で
使
用
率
が
高
い
こ
と 、
や
が
て
ニ
ヨ
ツ
テ・
ト
コ
ロ
デ
に

そ
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
こ
と 、
し
か
し
固
定
的
な
形
で
は
江
戸
時
代
末
期
ま

で
用
い
ら
れ
た
こ
と 、
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た 。
ま
た 、
因
果
的
用
法
の

ホ
ドニ
が 、
平
安
時
代
の
和
文
資
料
に
多
く
用
い
ら
れ
た「
ー
す
る
う
ち
に」

な
ど
と
解
せ
る
ホ
ドニ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る 。
し
か
し 、
そ
れ
で
は
ホ
ド
ニ
は
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
因
果
的

用
法
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
と
な
る
と 、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る 。
そ
こ
で
本
稿
で
は 、
ホ
ドニ
が
原
因
理
由
を

表
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し 、
あ
わ
せ
て 、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る 。

諸説の
整理
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ホ
ド
ニ
が
い
つ
頃
か
ら
原
因
理
由
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
を
正
面
か
ら
採
り
上
げ
た
研
究
は
管
見
に
入
る
限
り 、
な
い
よ
う
で
あ
る 。

辞
典
類
の
挙
例
の
ほ
か
に
は 、
平
安
時
代
の
ホ
ド・
ア
ヒ
ダ
の
考
察
や 、
室

町・
江
戸
時
代
の
原
因
理
由
表
現
の
考
察
の
中
で 、
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
程

度
で
あ
る 。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と 、
ホ
ド
ニ
が
原
因
理
由
を
表
す
よ
う
に

な
っ
た
時
期
と
し
て 、
平
安
時
代
中
期 、
鎌
倉
時
代 、
南
北
朝・
室
町
時
代 、

の
三
つ
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る 。

注
3

ま
ず 、
平
安
時
代
中
期
と
す
る
望
月
都
子
氏
は 、
「
か
げ
ろ
ふ
日
記
の
頃
か

ら 、
ホ
ド
ニ
は 、
時
を
過
ご
す
の
で・
時
な
の
で
な
ど
の
意
と
も 、
:::
の

で・
:・・
故
と
単
な
る
理
由・
原
因
の
意
と
も 、
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
用
例

が
見
ら
れ 、
さ
ら
に
進
ん
で 、
理
由・
原
因
を
示
す一
つ
の
接
続
助
調
と
し

て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く」
と
述べ 、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い

る 。4
風
は
や
き
ほ
ど
に
綾
吹
き
あ
げ
ら
れ
つ
つ
立
て
る
さ
ま 、
絵
に
か
き
た

る
や
う
な
り 。
(
か
げ
ろ
ふ
日
記 、
三
Oニ
①)

5
我
は
と 、
く
す
し
く 、
口
も
ち 、
け
し
き
こ
と
こ
と
し
く
な
り
ぬ
る
人

は 、
た
ち
ゐ
に
つ
け
て 、
わ
れ
用
意
せ
ら
る
る
ほ
ど
に 、
そ
の
人
に
は

目
と
ど
ま
る 。
(
紫
式
部
日
記 、
四
九
九
④)

注
4

次
に 、
松
村
明
氏
は
鎌
倉
時
代
か
ら
と
し 、
次
の
二
例
を
挙
げ
て
い
る 。

ま
た 、
『
日
本
国
語
大
辞
典」
『
小
学
館
古
語
大
辞
典」
も
用
例
6
を
挙
げ
て

い
る
の
で 、
鎌
倉
時
代
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る(『
小
学
館
古
語
大
辞
典」
の

「
主
要
出
典一
覧」
に 、
覚一
本
平
家
物
語は
「
鎌倉
期」
と
あ
る) 。

6(
大
納
言
成
親ノ
北
方
ノ
所ハ)
女
房 、
侍 、
お
ほ
か
り
け
れ
ど
も 、
或
世

を
お
そ
れ 、
或
人
目
を
つ
つ
む
ほ
ど
に 、
と
ひ
と
ぶ
ら
ふ
者一
人
も
な

し 。
(
覚一
本
平
家
物
語、
上・
一
八
七
⑪)

7
お
び
た
た
し
く
鳴
り
ど
よ
む
ほ
ど
に 、
も
の
言
ふ
声
も
聞
え
ず 。
(
方
丈

記 、
二
六
⑦ 、
前
田
家
本・一
条
兼
良
本
「
鳴
り
ど
よ
む
音
に」)

注
5

且取
後
に 、
南
北
朝・
室
町
時
代
と
見
る
も
の
と
し
て
山
口
実
二
氏
の
研
究

が
あ
る 。
山
口
氏
は 、
「(
ホ
ド
ニ
は)
後
句
の
事
態
が
存
在・
生
起
す
る
場
面

を
示
す
用
法
に
は
じ
まっ
て 、
そ
れ
と
両
立
し
え
た
間
接
的
な
原
因
理
由
の

表
示
性
が 、
中
世
に
は
よ
り
明
示
的
に
な
り」
と
述べ 、
「
理
由
を
表
示
し
て
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い
る
と
見
う
る
例」
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
字
治
拾
遺
物
語
の
例(
後
掲
の
用
例

幻)
を
挙
げ
る
が 、
「
ま
だ
稀
で
あ
り 、
全
体
と
し
て
見
れ
ば 、
:::
場
面
を

示
す
こ
と
を
基
本
的
な
用
法
と
し
て
い
た」
と
す
る 。
そ
し
て 、
原
因
理
由

を
表
す
用
例
と
し
て 、
筑
波
問
答(
用
例8)
、

正
徹
物
語(
用
例
9)
、

虎
明

本
狂
言
な
ど
か
ら
例
を
挙
げ
て
い
る 。
南
北
朝・
室
町
時
代
頃
か
ら
と
見
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

8
歌
の
道
は
普
の
人
あ
ま
り
に
執
心
し
侍
り
し
程
に 、
或
は一
首
に
命
を

か
へ 、
難
を
お
ひ
て
は
思
ひ
死
に
し
た
る
た
め
し
も
侍
り
き 。
(
筑
波
問

答 、
八
二
⑪)

9
正
経
は
定
家
の
門
弟
た
り
し
程
に
代
々
み
な
二
条
家
の
門
弟
の
分
な

り 。
(
正
徹
物
語、
上 、
一
七
O
①)

本
稿
は 、
平
安
時
代
の
ホ
ド
ニ
の
用
法
を
捉
え
た
上
で 、
ホ
ド
ニ
の
前
後

に
あ
る
句(
以
下
「
前
件
句・
後
件
句」
と
称
す)
の
表
す
事
態
間
の
関
係
に
着

目
し
て 、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い 。
な
お 、
右
に
挙
げ
た
用
例
は 、

第
三
節
で
本
稿
の
立
場
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る 。

ホドニ小史

平安時代の用法

平
安
時
代
に
お
い
て
ホ
ド
ニ
は 、
一
語
化
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く 、
ホ

ド
の
表
す
意
味
に
応
じ
て 、
主
に 、
時
間・
空
間・
程
度
を
表
す
三
用
法
を

持っ
て
い
る 。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
「
時
間
的
用
法」
「
空
間
的
用
法」
「
程

度
的
用
法」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る 。
用
例
を
挙
げ
る 。

叩
(
源
氏)
ま .っ
こ
な
た(
H
空
鰐)
の
心
見
は
て
て
と
思
す
ほ
ど
に
伊
予

介
上
り
ぬ 。
(
夕
顔 、
一
O
八
②)

日
女
君(
日
空
鄭)
は 、
た
だ
此
の
障
子
口
筋
交
ひ
た
る
ほ
ど
に
ぞ
臥
し
た

る
べ
き 。
(
帯
木 、
六
八
⑥)

ロ
さ
と
こ
ぼ
る
る
雪
も 、
名に
立
つ
末
の 、
と
見
ゆ
る
な
ど
を 、
い
と
深

か
ら
ず
と
も 、
な
だ
ら
か
な
る
ほ
ど
に
あ
ひ
し
ら
は
む
人
も
が
な
と
見

給
ふ 。
(
末
摘
花 、
二
二
三
①)

用
例
刊
は
「
思っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
に」
と
解
さ
れ
る
時
間
的
用
法

の
例 、
用
例
日
は
「
斜
め
に
向
か
い
あっ
た
辺
り
に」
と
解
さ
れ
る
空
間
的

用
法
の
例 、
用
例
ロ
は
「
見
苦
し
く
な
い
程
度
に」
と
解
さ
れ
る
程
度
的
用

法
の
例
で
あ
る 。
い
ず
れ
の
例
も 、
「
思
す
時
に」
「
筋
交
ひ
た
る
所
に」
「
な

だ
ら
か
に」
の
よ
う
に
或
る一
点
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く 、
そ
の
点
の
周

囲
を
含
み
幅
を
持
た
せ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る 。

と
こ
ろ
で 、
す
ぐ
後
に
述べ
る
が 、
因
果
的
用
法
の
確
実
な
用
例
は
平
安

時
代
に
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
あ
る 。
た
だ
し 、
因
果
的
用
法
の
起
源
に
な
る

も
の
は 、
右
の
三
つ
の
用
法
の
中
に
あ
り 、
そ
れ
は
従
来
も
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
に 、
時
間
的
用
法
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
理
由
は
次
の
二
つ
で
あ
る 。

て
時
間
的
用
法
が
ホ
ド
ニ
の
用
例
の
大
部
分
を
占
め 、
平
安
時
代
の
中

心
的
な
用
法
で
あ
る 。
例
え
ば 、
源
氏
物
語
で
は 、
ホ
ド
ニ
の
用
例
三

七
三
例(
後
件
句が
省
略
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
除
く)
の
う
ち 、
二
九
四
例

が
時
間
的
用
法 、
六
五
例
が
程
度
的
用
法 、
一
回
例
が
空
間
的
用
法
で

あ
る 。

二 、
因
果
的
用
法
の
表
す
因
果
関
係
に
は 、
「
因
果」
と
い
う
こ
と
の
本
質

上 、
先
に
原
因
理
由
が
あっ
て
後
に
結
果
帰
結
を
表
す
と
い
う 、
先
後

関
係
が
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
先
後
関
係
を
認
め
う
る
の
は
時
間
的
用
法



だ
げ
で
あ
る 。

し
か
し 、
時
間
的
用
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
因
果
的
用
法
に
連
続
し
て
い

く
の
か
は 、
不
明
の
ま
ま
で
あ
る 。
以
下
の
考
察
で
は 、
時
間
的
用
法
の
ホ

ドニ
に
重
点
を
置
き 、
因
果
関
係
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
す
る 。
そ
の
際 、
ホ
ドニ
の
前
件
句
の
事
態
と
後
件
句
の
事
態

と
の
聞
に
因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
る
例
を
(
甲)
と
し 、
認
め
ら
れ
な
い
例

を
(
乙)
と
す
る 。

き
て 、
平
安
時
代
に
お
け
る
時
間
的
用
法
の
ホ
ドニ
の
前
件
句・
後
件
句

の
表
す
事
態
間
の
関
係
に
着
目
す
る
と 、「
前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
に
後
件

句
の
事
態
が
あ
る」
と
い
う
関
係
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。
つ
ま
り 、
前
件

句
の
事
態
と
後
件
句
の
事
態
と
が
時
間
的
に
重
な
る
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う

な
事
態
間
の
特
徴
を
〈
重
時
性〉
と
呼
ぴ 、
こ
れ
の
見
ら
れ
る
段
階
を
第
I

段
階
と
す
る 。
さ
ら
に 、
〈
重
時
性〉
の
例
は 、
後
件
句
の
あ
り
方
に
よ
っ
て

二
種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る 。
一
つ
は 、
作
用
性
の
述
語
が
現
れ 、
事
態

の
生
起
を
表
す
も
の
(
主
で
あ
り(
こ
の
タ
イ
プ
に
は
時
間
的
先
後
関
係
が
あ

る) 、
も
う一
つ
は 、
状
態
性
の
述
語
が
現
れ 、
前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
の

状
態
を
表
す
も
の(
βU
で
あ
る(
こ
の
タ
イ
プ
に
は
時
間
的
先
後
関
係は
な
い) 。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
平
安
時
代
の
時
間
的
用
法
の
ホ
ドニ
を
整
理
す
る

と 、
次
の
よ
う
に
な
る 。
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r一一ー�ーーー『、

乙 甲
因 因
果 果
関 関
係 係
な あ
し り

�ーへーー、 r--^-一一、

β α β α  
状 生 状 生
態 起 態 起

時
間
的
用
法
-
〈
重
時
性〉

〔
I・
甲・
α〕

日(
帝ガ
桐
査
更
衣ア)
あ
な
が
ち
に
御
前
去
ら
ず
も
て
な
さ
せ
給
ひ
し
ほ

ど
に 、
お
の
づ
か
ら
軽
き
方
に
も
見
え
し
を 、
(
桐
筆 、
六
⑪)

M(
帝ハ)
あ
ま
り
は
え
物
せ
さ
せ
給
は
ぎ
り
け
る
ほ
ど
に 、
帝
さ
る
べ
き

女
房
を(
登
子ノ
トコ
ロ
へ)
通
は
せ
さ
せ
給
ひ
て 、
(
愛
子ハ)
忍
び
て

紛
れ
給
ひ
つ
つ
参
り
給
ふ 。
(
栄
花物
語、
巻
て
三
八
③)

〔
I・
甲・
β〕

日(
惟
光)
「
こ
の
五
六
日
こ
こ
に
侍
れ
ど 、
病
者
の
事
を
思
ひ
給へ
扱
ひ

侍
る
ほ
ど
に 、
隣
の
事
は
え
聞
き
侍
ら
ず」
(
夕
顔 、
一
O
四
⑫)

凶(
夕
霧
ガ
凡
帳ノ
ホコ
ロ
ピ
カ
ラ
明
石ノ
姫
君
ヲ
覗コ
ウ
トス
ル
ガ)
人
の
繁

く
ま
が
へ
ば 、
何
の
あ
や
め
も
見
え
ぬ
ほ
ど
に 、
い
と
心
も
と
な
し 。

(
野
分 、
八
七
八
③)

〔
I・
乙・
α〕

口
そ
れ
を
右
大
将
に
い
ま
そ
が
り
け
る
藤
原
の
常
行
と
申
す
い
ま
そ
が
り

て 、
講
の
終
は
る
ほ
ど
に 、
歌一詠
む
人
々
を
召
し
あ
つ
め
て 、
今
日
の

み
わ
ざ
を
題
に
て 、
春
の
心
ば
へ
あ
る
歌
奉
ら
せ
給
ふ 。
(
伊
勢
物
語、

一
五
五
⑧)

間(
顕
信)
「::: 、
か
く(
出
家シ
タ
イ)
と
申
さ
む
も
い
と
恥
づ
か
し
う

侍
り
し
ほ
ど
に 、
か
う
(
右
馬
頭
三
ま
で
し
な
さ
せ
給
ひ
に
し
か
ば 、

我
に
も
あ
ら
で
あ
り
き
侍
り
し
な
り 。
:::」
(
栄
花物
語、
巻
十 、
三
三

六
⑤)

〔
I・
乙・
β〕

日
清
水
な
ど
に
参
り
て 、
坂
も
と
の
ぼ
る
ほ
ど
に 、
柴
た
く
香
の
い
み
じ
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う
あ
は
れ
な
る
こ
そ
を
か
し
け
れ 。
(
枕
草
子 、
二
五
八
③)

加(
男)
「
お
の
れ
は
と
て
も
か
く
て
も
経
な
む 。
女
の
か
く
若
き
ほ
ど
に

か
く(
貧シ
ク)
て
あ
る
な
む 、
い
と
い
と
ほ
し
き 。
京
に
の
ぼ
り
て
宮

仕へ
を
せ
よ 。
:::」
(
大
和
物
語、
三一
六
⑫)

ま
ず 、
〔
I・
甲・
α〕
の
用
例
日
は 、
「
御
前
去
ら
ず
も
て
な」
す
事
態

の
継
続
中
に
「
軽
き
方
に
も
見
え」
る
と
い
う
事
態
が
生
起
し
た
と
解
さ
れ

る
(「
見
ゆ」
は 、
こ
こ
で
は
「
見
え
て
い
る」
状
態で
は
な
く「
見
え
る
よ
うに
な

る」
作
用
を
表
し
て
い
る) 。
し
た
が
っ
て 、
二
つ
の
事
態
は
時
間
的
に
重
な
り 、

前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
に
後
件
句
の
事
態
が
生
起
し
て
い
る 。
ま
た 、
「
軽

き
方
に
も
見
え」
た
の
は
「
御
前
去
ら
ず
も
て
な」
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で 、

因
果
関
係
は
あ
る
と
言
え
る 。

次
に 、
〔
I・
甲・
β〕
の
用
例
目
は 、
「
病
者
の
事
を
恩
ひ
給へ
扱
ひ
侍

る」
事
態
の
継
続
中
に
「
隣
の
事
は
え
聞
き
侍
ら
ず」
と
い
う
状
態
で
あっ

た
こ
と
を
述べ
て
い
る 。
よ
っ
て 、
二
つ
の
事
態
は
時
間
的
に
重
な
っ
て
お

り 、
前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
の
状
態
を
後
件
句
が
表
し
て
い
る 。
ま
た 、

「
隣
の
事
は
え
聞
き
侍
ら
ず」
と
な
っ
た
の
は「
病
者
の
事
を
恩
ひ
給へ
扱
ひ

侍
る」
か
ら
な
の
で 、
や
は
り
因
果
関
係
は
あ
る
と
見
ら
れ
る 。

〔
I・
乙・
α〕
の
用
例
口
は 、
「
講
の
終
は
る」
頃
に
「
人
々
を
百
し
あ

つ
め
て 、
::・
歌
奉
ら
せ
給
ふ」
と
い
う
事
態
が
生
起
し
た
と
解
さ
れ
る 。

二
つ
の
事
態
は
時
間
的
に
重
な
り 、
後
件
句
の
事
態
は
前
件
句
の
事
態
が
発

生
す
る
時
分
の
継
続
期
間
に
生
起
し
て
い
る 。
ま
た 、「:::
歌
奉
ら
せ
給
ふ」

の
は
「
講
の
終
は
る」
こ
と
に
よ
る
わ
け
で
は
な
れ
の
で 、
因
果
関
係
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る 。

ホドニ小史

最
後
に 、
〔
I・
乙・
β〕
の
用
例
目
は 、
「
坂
も
と
の
ぼ
る」
事
態
の
継

続
中
に
「
柴
た
く
香
の
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る」
状
態
で
あっ
た
と
解
さ
れ

る 。
し
た
が
っ
て 、
二
つ
の
事
態
は
時
間
的
に
重
なっ
て
お
り 、
後
件
句
の

表
す
状
態
は
前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
の
こ
と
で
あ
る 。
ま
た 、
「
柴
た
く
香

の
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
る」
の
は
「
坂
も
と
の
ぼ
る」
こ
と
に
よ
ら
な
い
か

ら 、
因
果
関
係
は
な
い 。

前
件
句
の
事
態
に
は 、
用
例
口(「
講
の
終は
る」)
の
よ
う
に
継
続
を
表
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
事
態
が
あ
る
の
で 、
〈
重
時
性〉
の
用
法
の
継
続
中
の

意
味
は
ホ
ド
ニ
が
持っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(つ
ま
り 、
前
件
句は
継
続
を

表
し
て
も
表
さ
な
く
て
も
よ
い) 。
ま
た 、
平
安
時
代
に
見
ら
れ
る
用
例

は 、
右

の
四
つ
の
類
型
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き 、
こ
の
範
囲
を
超
え
る
例

注
6

は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る 。
よ
っ
て 、
ホ
ドニ
は
前
件
句
の
事
態
が
継
続

中
で 、
後
件
句
の
事
態
と
の
聞
に
〈
重
時
性〉
の
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
時
間
関
係
と
は
無
関
係
に
因
果
関
係
だ
け
を

表
し
て
い
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
が
な
い
の
で 、
因
果
関
係
の

認
め
ら
れ
る
例(
甲)
も 、
ホ
ドニ
が
積
極
的
に
因
果
関
係
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
く 、
解
釈
上
二
次
的
に
読
み
と
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る 。
一

注
7

方
で 、
因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
例(
乙)
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も 、
こ

の
見
方
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う 。
し
た
が
っ
て 、
例
え
ば 、
用
例
目
は 、
小

学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集本
で
は
「
病
人
の
こ
と
を
案
じ
て
看
病
に
か

か
り
き
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で 、
と
て
も
隣
の
こ
と
な
ど
耳
に
入
る
暇

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が 、
〈
重
時
性〉
の
段
階
で
は
ホ
ド
ニ

に
積
極
的
な
因
果
関
係
を
認
め
ず 、
「
世
話
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
問
で」
と
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で
も
訳
し
て
お
い
た
方
が
穏
当
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
ホ
ドニ
が
時
間
関
係
に

関
わ
る
限
り 、
す
べ
て
時
間
的
用
法
と
考
え 、
因
果
関
係
が
読
み
と
れ
る
か

ら
と
い
っ
て
(
甲)
の
用
例
を
直
ち
に
因
果
的
用
法
の
例
と
見
な
す
の
は
適

当
で
な
い
と
思
う
の
で
あ
る 。
手
堅
く 、
時
間
関
係
か
ら
脱
却
し
た
ホ
ド
ニ

の
用
例
の
出
現
を
も
っ
て
因
果
的
用
法
の
成
立
と
考
え
た
い 。
こ
の
よ
う
な

立
場
に
立
つ
と 、
平
安
時
代
に
は
ま
だ
ホ
ド
ニ
は
原
因
理
由
を
表
さ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。

最
後
に 、
ホ
ドニ
の
承
け
る
述
語
を
見
る
と 、
動
作
(
用
例
日・
日・
川口)

や
変
化(
用
例
げ)
を
表
す
場
合
の
他
に 、
状
態
を
表
す
場
合(
用
例
M・
日­

m-
m)
が
あ
る 。
そ
し
て 、
状
態
を
表
す
場
合
は
必
ず一
時
的
な
状
態
で
あ

っ
て 、
恒
常
的
な
状
態
を
表
す
例
は
見
ら
れ
な
い 。
一
時
的
な
状
態
は
恒
常

的
な
状
態
と
異
な
り 、
そ
の
状
態
の
開
始
か
ら
終
結
ま
で(つ
ま
り 、
継
続)

が
把
握
で
き
る 。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
表
す
述
語
だ
け
を
承
け
る
と
い
う
こ

と
は 、
ホ
ド
ニ
が
継
続
と
い
う
時
間
上
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う 。
も
し
ホ
ド
ニ
が
因
果
関
係
に
関
わ
っ
て

い
る
な
ら 、
一
時
的
な
状
態
を
表
す
述
語
の
他
に 、
恒
常
的
な
状
態
を
表
す

述
語
を
承
け
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る 。

な
お 、
時
間
的
用
法
の
ホ
ド
ニ
の
現
代
語
訳
と
し
て
は 、
承
け
る
述
語
が

動
作
を
表
す
場
合
は
「
1
う
ち
に」
「
1
あ
い
だ(
に)」 、
変
化
を
表
す
場
合

は「
1
こ
ろ(
に)」
「
1
時
分(
に)」 、
状
態
を
表
す
場
合
は「
1
あ
い
だ(
で)」

な
ど
が
あ
た
る 。

因果的用法の成立

次
に
時
代
は
下っ
て 、
今
昔
物
語
集
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る 。

幻(
亀)
「
愛ハ
何コ
ゾ」
ト
云
フ 。
鶴
モ
亦 、
忘
テ 、
「
此
ヤ」
ト
云
フ
程

二 、
口
開
ニ
ケ
レ
パ 、
亀
落
テ
身
命
ヲ
失
ヒ
テ
ケ
リ 。(
今
昔
物
語
集 、
五・

二
十
四 、
三
九一
⑫)

こ
の
用
例
は 、
鶴
が
「
此
ヤ
ト
云
フ」
と
同
時
に
「
口
開」
く
の
で 、
前

件
句
の
事
態
の
継
続
中
に
後
件
句
の
事
態
が
あ
る
と
はき一口い
に
く
い
例
で
あ

る
点
で
注
目
さ
れ
る 。
む
し
ろ 、
「
1
時
に」
と
い
う
の
に
近
い
と
言っ
て
よ

い
か
も
し
れ
な
い 。

こ
の
よ
う
な
用
例
が
見
え
は
じ
め
る
院
政・
鎌
倉
時
代
に
な
る
と 、
前
件

句
の
事
態
の
生
起
中
に
後
件
句
の
事
態
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
例
が
現
れ

る 。
左
に
挙
げ
る
例
は 、
前
件
句
の
事
態
と
後
件
句
の
事
態
と
が
時
間
的
な

重
な
り
を
持
た
ず 、
前
件
句
の
事
態
が
後
件
句
の
事
態
に
先
行
す
る
と
い
う 、

二
事
態
聞
の
時
間
的
先
後
関
係
だ
け
を
表
し
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
事
態
間

の
特
徴
を
〈
先
後
性〉
と
呼
ぴ 、
こ
れ
の
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
を

第
H
段
階
と
す
る 。
但
し 、
こ
の
段
階
も
ま
だ
時
間
的
用
法
の
中
に
あ
り 、

因
果
的
用
法
の
段
階
に
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
〈
先
後
性〉
の
用
例

に
も 、
因
果
関
係
が
読
み
と
れ
る
例(
甲)
と
読
み
と
れ
な
い
例(
乙)
と
が

あ
る 。
ま
た 、
後
件
句
の
事
態
は
前
件
句
の
事
態
成
立
後
の
生
起
を
表
す
も

の(
と
だ
け
で
あ
り 、
状
態
を
表
す
も
の(
β)
は
見
ら
れ
な
い 。
こ
れ
は 、

時
間
的
先
後
関
係
が
〈
重
時
性〉
の
〔
I・
α〕
に
は
あ
る
が 、
〔
I・
β〕

に
は
な
い
の
で 、
〈
先
後
性〉
は
〔
I・
α〕
が
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
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を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
院
政・
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
新
た
に

現
れ
た
ホ
ド
ニ
の
用
法
を
整
理
す
る
と 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

時
間
的
用
法
H
〈
先
後
性〉

「
甲(因果関係あり)

戸
乙(因果関係なし)

ホドニ小史
〔
H・
甲〕

幻
(
大
物
主
神)
「
ツ
ト
メ
テ 、
ク
シ
ノ
ハ
コ
ノ
中ニ
入
テ
イ
タ
ラ
ン
ヲ
見

ョ 。
ミ
テ
ヲ
ド
ロ
ク
事
ナ
カ
レ」
ト
云
ケ
ル
ホ
ド-一 、
(
女
は)
ツ
ト
メ

テ 、
箱
ヲ
見
ケ
レ
パ 、
ウ
ツ
ク
シ
キ
小
ク
チ
ナ
ハ
ア
リ
ケ
リ 。
(
信
西
日

本
紀
紗 、
一
四
五
⑧)

お
し
ろ
き
衣
き
た
る
僧い
で
き
て 、「
鬼
ど
も 、
こ
の
法
師 、
と
く
ゆ
る
せ 。

::」
と
の
た
ま
ふ
ほ
ど
に 、
鬼
ど
も
ゆ
る
し
を
は
り
ぬ 。
(
字
治
拾
遺

物
語、
二二
六
⑩)

M「
ヨ
ク
ミ
ヨ」
ト
仰
ラ
レ
ケ
ル
ホ
ド
ニ 、
「
タ
ダ
ブ
ホ
ニ
ヲ
ホ
ク
ナ
リ
候

テ 、
字
治
ノ
方へ
モ
フ
デ
キ
候」
ト
申
ケ
レ
パ 、
(
慰
管
抄 、
一
九
八
⑦)

お
重
盛
不
思
議
ノ
事
ヲ
聞
出
タ
リ
ツ
ル
程ニ 、
俄ニ
カ
ク
ハ
催
シ
タ
リ
ツ

ル
ナ
リ 。
(
延
慶本
平
家
物
語、
第一
末
ω
ウ)

〔
H・
乙〕

部
(
後三
条
院)
「
こ
こ
は
い
づ
く
ぞ」
と
聞
は
せ
給
ふ 。
春
宮
大
夫
ぞ
伝

へ
問
ひ
給
ふ 。
(
遊
女)
「
こ
れ
は
長
柄
と
な
む
申
す」
と
い
ふ
ほ
ど
に 、

「
そ
の
橋
は
あ
り
や」
と
尋
ね
さ
せ
給
へ
ば 、
候
ふ
よ
し
申
す 。
(
栄
花
物

語、
巻
三
十
八 、
四
九
八
⑬)

幻
七
日
み
つ
夜
の
夢
に 、
宝
珠
を
給
る
と
見
侍
け
る
程
に 、
そ
の
朝 、
袖

よ
り
白
珠
お
ち
た
り
け
り 。
(
古
今
著
聞
集 、
六
五
⑫)

加
大
炊
王
ト
申
ケ
ル
ヲ
東
宮ニ
立
テ
テ
位
ヲ
又ユ
ヅ
リ
給
ケ
ル
ホ
ド
ニ 、

又
其
大
炊
王 、
悪
キ
御
心
オ
コ
リ
テ 、
ヱ
ミ
ノ
大
臣
ト一
心ニ
テ
孝
謙

ヲ
ソ
ム
キ
給
ケ
レ
パ 、
(
愚
管
抄 、
一
四
五
⑥)

却
此
歌
ヲ
ミ
テ
奏
シ
ケ
ル
程ニ 、
ヤ
ガ
テ
其
目 、
女
院
ノ
御
中一一 、
シ
キ

シ
マ
ト
云
雑
仕 、
法
師
ト
二
人 、
彼
御
衣
ヲ
カ
ヅ
キ
テ 、
師
子
舞
シ
テ 、

ク
ル
イ
マ
イ
リ
テ
ケ
リ 。
(
沙
石
集 、
二
二
六
⑪)

例
え
ば 、
〔
H・
甲〕
の
用
例
幻
は 、
大
物
主
神
が
「
云」
う
こ
と
と 、
女

が
「
箱
ヲ
見」
る
こ
と
と
の
聞
に
時
間
的
な
重
な
り
が
認
め
ら
れ
な
い 。
ま

た 、
女
が
「
箱
ア
見」
た
の
は 、
大
物
主
神
が
「
云」
っ
た
こ
と
に
よ
る
の

で 、
因
果
関
係
は
あ
る
と
言
え
る 。
〔
H・
乙〕
の
用
例
却
は 、
遊
女
が
「
い

ふ」
こ
と
と 、
後
三
条
院
が
「
尋
ね」
る
こ
と
に
は
時
間
的
な
重
な
り
は
認

め
ら
れ
な
い 。
ま
た 、
後
三
条
院
が「
尋
ね」
た
直
接
の
原
因
は
遊
女
が「
い

ふ」
こ
と
で
は
な
い
の
で 、
因
果
関
係
は
な
い
と
言
え
る 。

こ
の
段
階
で
も 、
因
果
関
係
の
あ
る
例(
甲)
と
な
い
例(
乙)
と
が
あ
り 、

ホ
ド
ニ
が
因
果
関
係
だ
け
を
表
す
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
も
な

い 。
し
た
が
っ
て 、
ホ
ド
ニ
は
積
極
的
に
因
果
関
係
に
関
わっ
て
い
る
の
で

は
な
く 、
依
然
と
し
て
時
間
関
係
に
関
わっ
て
い
る
と
言
え
る 。
な
お 、
〈
先

後
性〉
の
ホ
ド
ニ
は 、
前
件
句
の
事
態
の
継
続
中
で
あ
る
こ
と
と
二
事
態
聞

の
〈
重
時
性〉
と
を
表
す
と
い
う
平
安
時
代
の
中
心
的
意
味
を
失っ
て
い
る

の
で 、
実
質
的
な
意
味
を
失っ
て
形
式
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
強
い

て
訳
す
と 、
「
1
と
き」
「
1
と」
「
1
と
こ
ろ」
「
1
て」
な
ど
が
あ
た
る 。

こ
の
よ
う
な
〈
先
後
性〉
の
ホ
ド
ニ
の
現
れ
る
院
政・
鎌
倉
時
代
に
お
い

て
も 、
大
部
分
の
用
例
は
〈
重
時
性〉
の
用
例
で
あ
り 、
〈
先
後
性〉
の
用
例
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は
稀
で
あ
る 。
し
か
し 、
〈
先
後
性〉
の
ホ
ドニ
が
現
れ
る
と 、
ホ
ド
ニ
が
時

間
関
係
か
ら
離
れ
て 、
積
極
的
に
前
件
句
の
事
態
を
原
因
理
由 、
後
件
句
の

事
態
を
結
果
帰
結
と
す
る
因
果
関
係
に
関
わ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る 。
こ
の
よ
う
な
事
態
間
の
特
徴
を
〈
因
果
性〉
と
呼
ぴ 、
こ
れ
の
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
を
第
m
段
階
と
す
る 。
そ
し
て 、
こ
の
〈
因
果
性〉

を
表
す
用
法
こ
そ
因
果
的
用
法
に
他
な
ら
な
い 。
因
果
的
用
法
の
用
例
に
は

因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
る
(
甲)
し
か
な
く 、
因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い

(
乙)
は
あ
り
え
な
い 。

因
果
的
用
法
即
〈
因
果
性〉

こ
の
因
果
的
用
法
の
用
例
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
見
ら
れ
る 、
資
料
価
値
の

高
い
資
料
と
し
て
は 、
次
に
挙
げ
る
「
応
永二
十
七
年本
論
語
抄』
(
以
下 、

応
永本
論
語
抄と
す
る)
が
恐
ら
く
は
や
い
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
こ
に
は 、
因

果
的
用
法
の
ホ
ド
ニ
(
本
文
に
問
題
の
あ
る
例
を
除
く)
が
三
六
六
例
(
う
ち 、

後
述
の
サ
ル
ホ
ド
ニ
が
三
六
例)
見
ら
れ
る 。

〔
凹〕却

然
レ
パ 、
昭
公
ノ
要レ
ル
ハ 、
呉
ノ
女
ナ
ル
ホ
ド一一 、
呉
姫
ト
云
ベ
キ

ヲ 、
(
三
四
五
②)

泊
衆
星
変
動
シ
テ
廻
レ
ド
モ 、
北
辰ハ
不
廻
ホ
ド
ニ
衆
星
共
シ
テ
北
辰
ヲ

山宗
敬
ス
ル
也 。
(
七
O
⑤)

辺
聖
人
ノ
道ハ 、
深
遠
幽
微
ナ
ル
ホ
ド
ニ 、
諸
弟
子
学べ
ド
モ
不
及
シ
テ 、

孔
子
ノ
カ
ク
ス
カ
ト
怨
者
ア
リ 。
(
三
三
六
⑩)

お
聖
人ハ
知
深
ク 、
道
遠
キ
ホ
ド
ニ 、
受
テ
我
過
ト
ス
ル
コ
ト 、
反
テ
礼

ニム口へ
リ 。
(
三
四
六
②)

制
十
乗ハ
四
十
匹
也 。
一
車ニ
四
馬
ヲ
カ
ク
ル
ホ
ドニ
ゾ 。
(二
四
六
⑧)

お
死
べ
ク
シ
テ
生
ヲ
幸
卜
云 。
生ベ
ク
シ
テ
死
ヲ
不
幸
卜
云 。
顔
回ハ
長

生
ヲ
モ
得ベ
キ
者
ナ
ル
ガ 、
早
世
ス
ル
ホ
ドニ 、
不
幸
短
命ニ
シ
テ
死

ト
云
也 。
(二
六
六
②)

例
え
ば 、
用
例
却
は 、
「
呉
ノ
女
ナ
ル」
こ
と
と
「
呉
姫
ト
云
ベ
キ」
と
と

と
は 、
時
間
的
な
重
な
り
も
時
間
的
な
先
後
も
認
め
ら
れ
ず 、
た
だ
論
理
上

の
因
果
関
係
が
あ
る
だ
け
な
の
で 、
ホ
ドニ
は
因
果
的
用
法
で
あ
る
と
言
え

る 。
ま
た 、
ホ
ド
ニ
の
承
け
る
述
語
に
注
目
す
る
と 、
断
定
表
現
と
な
っ
て

お
り 、
「
呉
ノ
女
ナ
ル」
こ
と
は
不
変
的
な
事
態
な
の
で 、
時
間
関
係
か
ら
脱

却
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
用
例
目
1
お
は
状
態
性
の
述
語
を
承
け
た
例

で
あ
る 。
平
安
時
代
に
見
ら
れ
た
例
は
すべ
て一
時
的
な
状
態
を
表
す
も
の

で
あっ
た
が
(
前
節
末) 、
こ
れ
ら
は
恒
常
的
な
状
態
を
表
し
て
お
り 、
明
ら

か
に
平
安
時
代
の
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
用
例
M・
お
は 、

動
調
を
承
け
て
い
て
も 、
や
は
り
時
間
関
係
か
ら
脱
却
し
て
い
る 。

同
じ
く
室
町
時
代 、
応
永
頃
の
世
阿
弥
自
筆
能本
に
も
因
果
的
用
法
の
例

は
認
め
ら
れ
る
の
で 、
こ
の
頃
に
は
ホ
ドニ
が
原
因
理
由
を
表
す
形
式
と
し

て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る 。

お
ト
ク
ト
ク
ク
ダ
レ 。
チ
カ
ラ
ナ
キ
タ
イハ
ウ
デ
ア
ル
ホ
ド一一 、
カ
ヤ
ウ

ニ
ナ
サ
ケ
ナ
ク
ア
タ
ラ
デ
ワ
カ
ナ
ワ
ヌ
事ニ
テ
ア
ル 。(
多
度
津
左
衛
門 、

応
永三
十一
年
〈一
四二
四〉
奥
書 、
影
印三
三
頁)

幻
イ
ノ
ウ
エ
ク
ロ
ト
テ
ク
キ
ヤ
ウ
ノ
メ
イパ
ナ
リ
シ
ホ
ド
ニ 、
廿
ヨ
チ
ヤ

ウ
ノ
ウ
ミ
ノ
ヲ
モ
ヲ
ヤ
ス
ヤ
ス
ト
ヲ
エ
ギ
ワ
タ
リ 、
ヌ
シ
ヲ
タ
ス
ケ[
欠

損] 。
(
知
章 、
応
永三
十
四
年〈一
四二
七〉
「
久
次」
奥
書 、
影
印一
二
O
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頁)
と
こ
ろ
で 、
応
永本
論
語
抄
は 、
第一
冊(
称
光
天
皇
震
翰)
に
応
永二
十

七
年
二
四二
O)
の
識
語
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が 、
第
二
冊
か
ら
第
五
冊
を

書
写
し
た
五
条
為
綱
は 、
貞
治・
応
安
年
聞
こ
三
六
二
|
二ニ
七
五)に
確

認
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
第
二
冊
か
ら
第
五
冊
は
南
北
朝
時
代
中

注
8

期
の
書
写
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る 。
さ
ら
に 、
そ
の
原
拠
本
が
あっ
た

こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と 、
因
果
的
用
法
の
成
立
は
少
な
く
と
も
南
北
朝
時

代
ま
で
遡
る
蓋
然
性
が
高
く
な
る
の
で
あ
る 。
以
下 、
因
果
的
用
法
の
は
や

い
用
例
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る 。

年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は 、
鎌
倉
時
代 、
建
永二
年
こ
二
O
七)

正
月
朔
日
の
法
然
の
書
状
が
は
や
い 。

お士山ハ
ア
ワ
レ
ニ
候
程一一 、
名
号
ヲ
書
テ
参
候 。
ワ
キ
ノ
ウ
タハ
真
如
堂

ノ
如
来ヨ
リ
サ
ヅ
ケ
タ
ピ
候
歌ニ
テ
候 。
金
色ニ
シ
タ
ク
候へ
ド
モ 、

イ
ソ
グ
ビ
ン
ギ
ニ
テ
候
程二 、
墨
ノ
マ
マ
参
セ
候 。
京
ト
国
ト
程
ト
ホ

ク
候
程ニ 、
シ
ル
ベ
ニ
判
ヲ
加へ
テ
参
セ
候 。
(『
鎌
倉
遺
文』
一
六
六
三

口守)
し
か
し 、
こ
の
書
状
は
「
真
如
堂
縁
起」
(
大
永
四
年
〈一
五
二
凹〉
抜)
に

見
ら
れ
る
も
の
で 、
「
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集』
で
は「
法
然
上
人
の
撰
述

又
は
法
語
等
と
伝へ
て
ゐ
る
所
謂
真
偽
未
詳
の
も
の」
を
集
め
た
「
伝
法
然

書
籍」
に
収
め
ら
れ
て
い
る 。
『
法
然
上
人
全
集』
に
お
け
る
因
果
的
用
法
の

例
は 、
他
に「
母
儀
に
遣
は
さ
る
る
御
返
事」
「
法
然
聖
人
御
母へ
進
上
の
御

消
息」
に
見
ら
れ
る
が 、
い
ず
れ
も
「
伝
法
然
書
篇」
に
収
め
ら
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
あ
り 、
ま
た 、
法
然
と
同
時
代
の
他
の
資
料
に
因
果
的
用
法
の

ホドニ小史

例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら 、
こ
の
書
状
は
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

3
0

 

2ν

 
次
に
挙
げ
る
の
は 、
弘
安
五
年(一
二
八二)
九
月
十
九
日
の
日
蓮
の
書
状

に
お
け
る
因
果
的
用
法
の
用
例
で
あ
る
が 、
日
蓮
の
真
筆
遺
文
(『
日
蓮
大
聖

人
御
真
蹟
対
照
録』
に
よ
る)
で
は
因
果
的
用
法
の
用
例
が
確
認
で
き
ず 、
や

は
り
疑
わ
し
い
例
で
あ
る 。

却
く
り
げ
の
御
馬
は
あ
ま
り
お
も
し
ろ
く
覚
え
候
程
に 、
い
つ
ま
で
も
う

し
な
ふ
ま
じ
く
候 。
(
波
木
井
殿
御
報 、
大
系
四
八
四
③ 、
『
鎌
倉
遺
文』一

四
六
九
八
号)

注
9

右
の
よ
う
な
疑
わ
し
い
例
を
除
く
と 、
次
に
挙
げ
る
十
三
世
紀
末
の
文
書

に
見
ら
れ
る
用
例
が
恐
ら
く
因
果
的
用
法
の
は
や
い
用
例
で
あ
ろ
う 。

ω
も
ん
ぞ
ど
もハ 、
よ
る
も
お
そ
ろ
し
く
候
ほ
ど
に 、
か
す
が
ま
ち
に
候

く
ら
に
あ
づ
け
お
き
て
候 。
(
典
侍
局
譲
状
案 、
正
応
五
年
〈一
二
九二〉 、

『
鎌
倉
遺
文』
一
七
八
O二
号)

HU
あ
と
の
人ハ 、
い
ま
だ
い
づ
れ
も
わ
か
き
人
に
て
候
ほ
ど
に 、
な
に
事

も
申
を
き
候ハ
で
候 。
(
見
性
書
状
案 、
永仁
二
年〈一
二
九
四〉 、
「
鎌
倉
遺

文』
一
八
五
四
六
号)

資
料
的
な
制
限
も
あ
る
が 、
右
の
例
は
例
外
的
に
は
や
い
と
言っ
て
よ
く 、

物
語・
日
記
類
で
は 、
十
四
世
紀
中
頃
に
なっ
て
も
稀
に
見
ら
れ
る
程
度
で

あ
る 。
数
例
挙
げ
る o

c
玉
津
嶋
の一
句
の
外
は 、
よ
ろ
し
き
句
侍
ら
ぬ
ほ
ど
に 、
か
や
う
に
と

ら
れ
侍
る
に
や 。
(
和
歌
庭
訓 、
一
二
O
⑦)

日
摂
政
殿
の
「
幾
夜
我
浪
に
し
ほ
れ
て
貴
布
祢
川」
は 、
貴
船へ
は
夜
ま



ゐ
る
程
に 、
「
幾
夜
我」
と
読
め
る
也 。
(
正
徹
物
語、
下 、
二一
七
④)

叫
面
白
き
体
に
て
侍
る
ほ
ど
に 、
人
毎
に
学
ぶ
べ
き
な
り 。
(
桐
火
桶 、
二

八
七
⑫)

こ
の
よ
う
に 、
因
果
的
用
法
の
用
例
は 、
鎌
倉
時
代
末
期(
十三
世
紀
末)

注
刊

の
文
書
に
見
ら
れ
る
例
が
は
や
い
が 、
そ
れ
以
降 、
応
永本
論
語
抄
ま
で
の

例
は
非
常
に
稀
で
あ
り 、
資
料
の
信
頼
性
に
も
不
安
が
残
る 。
後
に
口
語
性

注
目

の
強
い
抄
物
で
の
使
用
率
が
高
い
こ
と
か
ら
見
て 、
口
語
と
し
て
発
生
し
た

因
果
的
用
法
の
ホ
ドニ
は 、
文
献
資
料
で
の
使
用
が
回
避
さ
れ
た
も
の
と
恩

わ
れ
る 。
結
局 、
原
因
理
由
を
表
す
ホ
ドニ
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
末
期
で
あ

り 、
ま
と
ま
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
室
町
時
代
応
永
頃
か
ら
と
い
う
こ

と
に
な
る 。
し
た
が
っ
て 、
第一
節
で
挙
げ
た
三
つ
の
見
解
の
う
ち 、
最
後

の
も
の
が
本
稿
の
結
論
に
最
も
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

な
お 、
サ
ル
ホ
ド
ニ
が
原
因
理
由
を
表
す
例
も
応
永本
論
語
抄
に
見
ら
れ

る 。
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KM
是(H
子
日)
ヨ
リ
以
下
全
部
ヲ
皆
孔
子
ノ
語
ト
習
フ
也 。
サ
ル
ホ
ドニ 、

子
日
ノ
両
字
ヲ
第一
ノ
始ニ
置
也 。
(
応
永
本
論
語
抄 、
二
九
⑤)

以
上 、
ホ
ド
ニ
の
前
後
の
句
の
表
す
事
態
間
の
関
係
が
I
〈
重
時
性〉
か

ら
H
〈
先
後
性〉
を
経
て
凹
〈
因
果
性〉
へ
連
続
し 、
そ
れ
に
伴っ
て
時
間

的
用
法
か
ら
因
果
的
用
法
が
成
立
し
て
き
た
こ
と
を
見
た 。

そ
の
過
程
を
ま
と
め
る
と 、
下
の
〔
表
l〕
の
よ
う
に
な
る 。

因
果
的
用
法
が
現
れ
る
段
階
に
な
る
と 、
〔
I・
甲〕
〔
H・
甲〕
の
用
例

も 、
時
間
関
係
よ
り
因
果
関
係
が
優
越
し
て
い
る
と
見
て 、
原
因
理
由
を
表

す
と
し
て
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、
す
べ
て
の
用
例
が
原
因
理
由

〔
表
1〕

係 関 問時

/ 
有

無 先
後性

重時性
III II 有 因甲 甲 果
× II I 無 係関乙 乙

〆\ ^ ，、 事態問因
性
先
後、J

重
性果 性時 の

特徴

果因的
時間的 用

法
用 用 名
法 法
鎌倉
末期 E巨 時

倉鎌 代
室
町

を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く 、
次
の
よ
う
に
〔
I・
乙〕
の
例
も
見
ら
れ

る
(〔
H・
乙〕
の
例
は
見
ら
れ
な
い) 。

日刊
日
数
を
経
る
ほ
ど
に 、
し
だ
い
に
四
肢
六
根
は
弱
り
は
て 、
進
退
こ
こ

に
き
は
まっ
た 。
(『
天
草
版
イソ
ポ
物
語』
似
⑫)

こ
の
よ
う
に
し
て 、
因
果
的
用
法
の
ホ
ドニ
と
時
間
的
用
法
の
う
ち
の〈
重

時
性〉
の
ホ
ド
ニ
と
が
並
存
し
つ
つ
江
戸
時
代
に
至
る
の
で
あ
る 。

以
上
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え 、
最
後
に
第一
節
ま
で
に
挙
げ
た
用
例
1

1
9
に
適
切
な
位
霞
を
与
え
れ
ば 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

〔
I・
甲・
α〕
用
例
5・
8
〔
I・
甲・
β〕
用
例
6・
7

〔
I・
乙・
β〕
用
例
4

〔
m〕
用
例
1・
2・
3・
9

用
例
4
は
望
月
氏
に
よ
っ
て
挙
例
さ
れ
た
も
の
で
あっ
た
が 、「
風
は
や
き

ほ
ど
に」
を
「
綾
吹
き
あ
げ
ら
れ
つ
つ」
に
係っ
て
い
る
と
見
た
の
で
あ
ろ

う
(
こ
の
よ
うに
解
す
れ
ば
「
理
由・
原
因
を一示
す」
例
の
よ
うに
見
え
る) 。
し

か
し 、
「
風
は
や
き
ほ
ど
に」
は
「
綾
吹
き
あ
げ
ら
れ
つ
つ
立
て
る」
に
係っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ 、
〔
I・
乙・
β〕
の
例
と
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る 。

用
例
6
は
「一
人
も
な
し」
を
「
ひ
と
り
も
い
な
く
なっ
た」
と
〔
I・
甲・



α〕
と
し
て
解
す
る
こ
と
も
で
き
る 。
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四
因果的用法の成立要因

ホ ド ニ小史

時
間
的
用
法
か
ら
因
果
的
用
法へ
の
拡
張
に
は 、
時
間
的
用
法
の
ホ
ド
ニ

の
内
部
に
形
式
化
さ
れ
た
ホ
ド
ニ
の
段
階(
H〈
先
後
性〉)
を
持
つ
に
し
て
も

飛
躍
が
あ
る 。
時
間
関
係
か
ら
因
果
関
係へ
と
い
う
解
釈
上
の
読
み
替
え
は

な
ぜ
許
容
さ
れ
た
の
か 、
ま
た 、
な
ぜ
ホ
ド
ニ
が
原
因
理
由
を
表
す
よ
う
に

な
っ
た
の
か 、
そ
の
要
因
を
考
え
て
み
た
い 。

因
果
関
係
は
本
質
的
に
先
後
関
係
(
原
因
理
由
|
結
果
帰
結)
が
あ
る
も
の

で
あ
る
が 、
時
間
関
係
に
は
先
後
関
係
が
あ
る
も
の
と
先
後
関
係
が
な
い
も

の
(
事
態
の
同
時
並
存)
と
が
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
時
間
関
係
か
ら
因
果
関

係
へ
と
い
う
解
釈
上
の
読
み
替
え
は 、
時
間
関
係
の
中
に
先
後
関
係
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
許
容
さ
れ
る 。
ホ
ドニ
は
〈
重
時
性V
の
段
階
で
も 、
時
間
的

先
後
関
係
の
あ
る
も
の(
と
が
あ
り 、
既
に〈
因
果
性〉
に
繋
が
る
素
地
が

あ
っ
た 。
や
が
て
〈
重
時
性〉
の
中
心
的
な
用
法
で
あ
る
(
α)
か
ら 、
時

間
的
先
後
関
係
だ
け
を
表
す〈
先
後
性V
の
用
法
が
現
れ
た 。
こ
の
よ
う
に 、

ホ
ド
ニ
は 、
時
間
的
先
後
関
係
を
表
す
形
式
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て 、
因

果
関
係
を
表
す
形
式
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
〈
先
後
性〉
に
は
因
果
関
係
の
あ
る
(
甲)
と
な
い
(
乙)
と
が
あ

り 、
(
乙)
が
偶
然
条
件
を
表
す
形
式
や
単
な
る
事
態
の
並
立
を
表
す
形
式
に

な
る
方
向
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は 、
ホ

ド
ニ
の
外
部
に
要
因
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

ホ
ド
ニ
が
原
因
理
由
を
表
す
形
式
と
な
る
外
部
の
要
因
は 、
「
巳
然
形
+

パ」
の
変
質
に
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る 。
順
接
確
定
条
件
を
表
す
「
己
然

形
+
パ」
に
は 、
偶
然
条
件 、
必
然
条
件(
原
因
理
由) 、
一
般
条
件
の
三
用

法
が
あ
る
が 、
そ
の
三
用
法
の
使
用
状
況
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
乙
と
に
す

る 。
資
料
に
は 、
伊
勢
物
語 、
か
げ
ろ
ふ
日
記 、
源
氏
物
語 、
今
昔
物
語
集

(本
朝
部
後
半) 、
覚一
本
平
家
物
語 、
延
慶本
平
家
物
語 、
応
永本
論
語
抄
の

七
資
料
を
採
り
上
げ 、
冒
頭
の
百
例
の
用
法
を
分
類
す
る 。
解
釈
に
よ
っ
て

変
動
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る 。
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
〔
表
2〕
の
よ
う
に
な
る 。

〔
表
2〕

必 イ高
ン般 然 然

伊
8 82 10 

勢
台、

3 79 18 
げ
源

10 82 8 
氏
ぷ-』7 

4 82 14 
普

2 83 15 延慶本
覚

4 83 13 本

70 30 論抄語

右
の
表
を
見
る
と 、
三
用
法
が
均一
に
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く 、

覚一
本
平
家
物
語
と
応
永本
論
語
抄
の
聞
を
境
界
と
し
て 、
中
心
が
必
然
条

件
か
ら一
般
条
件
に
変
わっ
て
い
る 。
な
お 、
応
永本
論
語
抄
の
必
然
条
件

三
O
例
の
う
ち 、
二
五
例
は
ナ
レ
パ
と
い
う
形
式
の
も
の
で
あ
る 。「
動
調
の

己
然
形
+
パ」
の
形
式
に
限
る
と 、
ほ
と
ん
ど
が一
般
条
件
を
表
し
て
い
る

と
言っ
て
よ
い 。
こ
れ
は
応
永本
論
語
抄
だ
け
の
傾
向
で
は
な
く 、
そ
れ
以

注
ロ

降
の 、
玉
塵
抄
や
虎
明本
狂
言
で
も
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る 。
以
上

の
事
実
は 、
「
己
然
形
+
パ」
が一
般
条
件
に
偏
り 、
そ
の
た
め
必
然
条
件(
原

因
理
由)
を
表
す
所
が
空
き
間
と
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る 。
ま
た 、
覚一



本
平
家
物
語
と
応
永本
論
語
抄
の
聞
の
境
界
は 、
「
巳
然
形
+
パ」
の
用
法
だ

げ
の
境
界
で
は
な
く 、
ホ
ドニ
に
つ
い
て
も
時
間
的
用
法
し
か
見
ら
れ
な
い

資
料
と
因
果
的
用
法
が
現
れ
る
資
料
と
の
境
界
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
か
ら 、

「
巳
然
形
+
パ」
の
変
質
に
よ
っ
て
空
き
間
と
な
っ
た
必
然
条
件(
原
因
理
由)

の
所
を 、
二
次
的
に
せ
よ
因
果
関
係
を
読
む
こ
と
の
で
き
た
ホ
ド
ニ
(〔
H­

甲〕)
が
埋
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

な
お 、
「
巳
然
形
+
パ」
が
変
質
す
る
過
程
で一
般
条
件
の
方
に
傾
い
た
の

は 、
「
己
然
形
+
パ」
だ
け
の
問
題
で
は
な
く 、
「
未
然
形
+
パ」
に
も
関
わ

る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
「
未
然
形
+
パ」
は
当
時 、
ナ
ラ
パ・
タ
ラ
パ

注
目

に
偏っ
て
い
く
段
階
に
あ
り 、
「
動
調
の
未
然
形
+
パ」
で
仮
定
を
表
す
と
い

う
意
識
が
稀
薄
に
な
っ
て
い
く
段
階
に
あ
っ
た 。
そ
れ
と
並
行
し
て 、
「
己
然

形
+
パ」
で
確
定
を
表
す
と
い
う
意
識
も
稀
薄
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る 。
つ
ま
り 、
「
未
然
形
+
パ」
(
仮
定)
と「
己
然
形
+
パ」
(
確
定)
と

の
対
立
が
崩
壊
し
た
の
で
あ
る 。
そ
の
結
果 、
確
定
を
表
す
意
識
が
稀
薄
に

な
っ
た
「
己
然
形
+
パ」
は 、
確
定
条
件
の
中
で
中
核
を
な
す
必
然
条
件
を

他
の
形
式
に
譲っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

お
わ
り
に
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以
上 、
ホ
ド
ニ
が
原
因
理
由
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
そ
の
過
程 、

ま
た 、
成
立
要
因
に
つ
い
て
述べ
て
き
た
が 、
最
後
に
簡
単
に
整
理
す
る 。

-
平
安
時
代
の
時
間
的
用
法
の
ホ
ド
ニ
は 、
事
態
の
継
続
中
を
表
し 、

前
件
句
の
事
態
と
後
件
句
の
事
態
と
が
時
間
的
に
重
な
る
〈
重
時
性〉

の
用
法
だ
け
を
持
つ 。
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
て
も 、
そ
れ
は
二
次
的

2 
に
読
み
と
れ
る
に
過
ぎ
な
い 。

院
政・
鎌
倉
時
代
か
ら 、
前
件
句
の
事
態
と
後
件
句
の
事
態
と
が
時

間
的
な
重
な
り
を
持
た
ず 、
二
事
態
聞
の
時
間
的
先
後
関
係
を
表
す〈
先

後
性〉
の
用
例
が
現
れ
る 。
た
だ
し 、
依
然
と
し
て
時
間
関
係
に
関
わ

る 。鎌
倉
時
代
末
期
に
な
る
と 、
時
間
関
係
か
ら
離
れ
た
因
果
関
係
を
表

す
〈
因
果
性〉
の
用
例
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る 。
こ
れ
を
もっ
て
因
果

的
用
法
の
成
立
と
見
る 。
し
た
が
っ
て 、
ホ
ドニ
が
原
因
理
由
を
表
す

よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
鎌
倉
時
代
末
期
で
あ
る 。
但
し 、
ま
と
まっ
た

用
例
が
見
え
る
の
は 、
室
町
時
代
応
永
頃
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る 。

4
ホ
ドニ
が
原
因
理
由
を
表
す
よ
う
に
な
る
要
因
は 、
「
己
然
形
+
パ」

が一
般
条
件
に
偏
り 、
必
然
条
件
を
表
す
所
が
空
き
間
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

空
き
間
と
な
っ
た
必
然
条
件
の
所
を
埋
め
る
形
式
は 、
因
果
性
を
表
し
う

れ
ば
何
で
も
よ
く 、
た
ま
た
ま
ホ
ド
ニ
が
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う 。

ホ
ド
ニ
の
他
に
も 、
原
因
理
由
を
表
す
形
式
と
し
て 、
ア
ヒ
ダ 、
ニ
ヨ
ツ
テ 、

ト
コ
ロ
デ 、
サ
カ
イ
な
ど
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が 、
こ
れ
ら
の
形
式
が

使
わ
れ
る
の
も
必
然
条
件
の
空
き
間
を
埋
め
る
選
択
肢
で
あ
り
え
た
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
原
因
理
由
を
表
す
よ
う

に
な
っ
た
の
か 、
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か 、
と
い

っ
た
ζ
と
は
本
稿
で
扱っ
た
の
と
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
り 、
後
考
に
倹
ち

た
し 3 
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注
l

本
稿
で
調
査・
引
用
し
た
資
料
は
次
の
通り 。
引
用
に
あ
たっ
て
表
記
を

私
に
改
め
た
所
が
あ
る 。

源
氏
物
語
(『
源
氏
物
語
大
成』)
/
土
左
日
記・
竹
取
物
語・
伊
勢
物
語・
大

和
物
語・
平
中
物
語・
筆
物
語・
か
げ
ろ
ふ
日
記・
枕
草
子・
紫
式
部
日
記・

和
泉
式
部
日
記・
栄
花
物
語・
堤
中
納
言
物
語・
更
級
日
記・
夜
の
寝
覚・

浜
松
中
納
言
物
語・
大
鏡・
今
昔
物
語
集・
宇
治
拾
遺
物
語・
古
今
著
聞
集・

仮
名
法
語
集・
正
法
眼
蔵・
正
法
限
蔵
随
聞
記・
方
丈
記・
徒
然
草・
愚
管

抄・
日
蓮
集・
親
鴛
集・
保
元
物
語・
平
治
物
語・
平
家
物
語・
沙
石
集・

神
皇
正
統
記・
増
鏡・
歌
論集
能
楽
論集・
連
歌
論集
俳
論集
(
岩
波
書
庖

日
本
古
典
文
学
大
系)
/
中
世
日
記
紀
行
集
(
岩
波
書
底
新
日
本
古
典
文
学

大
系)
/
讃
岐
内
侍
日
記
(
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集)
/
と
は
ず
が

た
り
(
新
潮
日
本
古
典
集
成)
/
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引」
(
武
蔵
野
書

院)
/
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引』
『
発
心
集
本
文・
自
立
語
索
引』
(
清
文

堂)
/
『
古
本
説
話
集
総
索
引』
(
風
間
書
房)
/
『
今
鏡
本
文
及
び
総
索
引』

『
水
鏡
本
文
及
び
総
索
引』
『
十
訓
抄
本
文
と
索
引』
(
笠
間
書
院)
/『
信
西

日
本
紀
紗
と
そ
の
研
究」
(
高
科
書
庖)
/
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
宝
物
集
総

索
引』
(
汲
古
書
院)
/『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集』
(
平
楽
寺
書
庖)
/『
日

蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録』
(
立
正
安
国
会)
/『
延慶
本
平
家
物
語』
『
応
永

二
十
七
年
本
論語
抄」『
玉
塵
抄』『
天
草
版
平
家
物
語」『
天
草
版
イ
ソ
ポ
物

語』
(
勉
誠
社)
/
「
世
阿
弥
自
筆
能
本
集』
(
岩
波
書
底)
/
『
大
蔵
虎
明
本

狂
言
集
の
研
究』(
表
現
社)
/「
平
安
遺
文」『
鎌倉
遺
文』(
東
京
堂
出
版)
/

『
日
本
歌
学
大
系」
(
風
間
書
房)

注
2

小
林
千
草
氏『
中
世
の
こ
と
ば
と
資
料」
(
武
蔵
野
書
院 、
一
九
九
四)
第

二
章 。

注
3
望
月
郁
子
氏「
類
義
語
の
意
味
領
域
||ホドをめぐっ

て
||」

(『
国
語
学』

初 、
一
九
六
九
九

ま
た 、
小
林
千
草
氏
(
注
2
文
献)
は
「
ホ
ド

ニ
の
原
因・
理
由
を
表
わ

ホ ド ニ小史

す
接
続
助
詞
化
し
た
例
は 、
平
安
後
期
の
文
学
作
品
お
よ
び
仮
名
書
簡
か
ら

現
わ
れ
だ
し、
中
世
に
は
いっ
て
か
ら
も 、
文
語・
口
語
両
面
に
カ
を
伸
ば

し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る」
(
三
六
頁)
と
述べ 、
望
月
氏
の
研
究
を
注

に
挙
げ
る 。
但
し、
小
林
氏
の
言
う
よ
う
な
仮
名
書
簡
の
例
は
確
認
で
き
な

い
よ
う
で
あ
る 。

注
4

松
村
明
氏
『
日
本
語
の
世
界
2
(
日
本
語
の
展
開)」
(
中
央
公
論社 、
一

九
八
六)
一
八一
頁 。

注
5
山
口
実二
氏『
日
本
語
接
続
法
史
論』(
和
泉
書
院 、
一
九
九
六)
第
十一

章 、
第二
節 。

ま
た 、
丸
山
諒
男
氏
「
接
続
助
詞
の「
間(
あ
ひ
だ)』
に
つ
い
て」
(「
大

東
文
化
大
学
紀
要」
3、
一
九
六
八)
も
桐
火
桶 、
正
徹
物
語、
謡
曲
な
ど

か
ら
例
を
挙
げ
て
お
り 、

室
町
時
代か
ら
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
な
お 、

橋
本
進士口
氏
も
室
町
時
代か
ら
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が 、
挙
例
は
ない

(『
助
詞・
助
動
詞
の
研
究』
岩
波
書
底 、
一
九
六
九 、
二一
一
頁) 。

注
6

但
し、
次
の
よ
う
に 、
異
例と
も
見
ら
れ
る
例
が
あ
る 。

O
道
す
が
ら
心
苦
し
か
りつ
る
御
気
色
を
思
し
出
で
つ
つ 、
立
ち
も
帰
り

な
ま
ほ
し
く 、

様
あ
し
き
ま
で
思
せ
ど 、
世
の
聞
え
を
忍
び
て
帰
ら
せ

給ふ
程
に 、
え
た
は
や
す
く
も
紛
れ
給
は
ず 。
(
総
角 、
二ハ
三一
③ 、

河
内
本
「
世
の
聞
え
を
思
し
かへ
き
ひ
給ふ
程に」)

右
の
例
は 、
「
帰
ら
せ
給
ふ」
と
「
え
た
は
や
す
く
も
紛
れ
給
は
ず」
(
湖
月

抄
傍
注
に
「
た
や
す
く
も
宇
治へ
え
か
よ
ひ
給
は
ぬ
也」
〈
臼
オ〉
と
あ
る)

が
時
間
的
に
重
な
る
と
は
言
え
な
い 。
次
の
か
げ
ろ
ふ
日
記
の
例
も 、
同
じ

く
異
例
と
見
ら
れ
る 。

O
返
事聞こ
ゆぺ
き
を 、
ま
づ 、
「
こ
れ
は
い
か
な
る
こ
と
ぞ」
と
も
の
し

て
こ
そ
は
と
て
あ
る
に 、「
物
忌
ゃ
な
に
や
と
折
悪
し
と
て 、
え
御
覧ぜ

き
せ
ず」
と
て 、
も
て
かへ
る
ほ
ど
に 、
五
六
日
に
な
り
ぬ 。
(
か
げ
ろ

ふ
日
記 、
二
九
九
⑩)

こ
の
二
例
は
ホ
ド

ニ
の
上
接
語
が
と
も
に
「
帰
る」
と
い
う
語で
あ
り 、
こ
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の
「
帰
る」
が
帰
途
に
就い
て
い
る
意
で
な
く 、
元
の
場
所
に
戻っ
て
き
て

い
る
意
を
表
す
と
す
る
と 、
後
述
の
〔
I・

乙〕
の
例
と
な
り、
異
例
で
は

な
く
な
る 。
右
の
源
氏
物
語
の
例
を
後
述
の
〈
先
後性
〉
の
例
と
す
る
と 、

時
代
的
に
は
や
い
だ
け
で
は
な
く 、

後
件
句
に
状
態性
の
述
語が
現
れ
る
点

で
〈
先
後性
〉
と
し
て
も
異
例
と
な
る 。
し
た
がっ
て 、
右
の
よ
う
に
解
す

る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ 、
(
注
7)
で
は
〔
I・

乙・
β〕
と
し
て
処
理
し

た 。

注
7

例
え
ば
源
氏
物
語
で
は 、
時
間
的
用
法
の
用
例
二
九
四
例
中 、
〔
I・

甲・

。〕
が
三
五
例 、
〔
I・
甲・
β〕
が一
一
例 、
〔
I・

乙-
a〕
が
二
四
二

例 、
〔
I・

乙・
β〕
が
六
例
で
あ
る 。

注
8
中
田
祝
夫
氏
「
応
永
二
十
七
年
本
論語
抄』
解
説 、
四
四
頁 。

注
9
問
題
と
な
る
例
を
数
例
挙
げる 。
断
定
表
現
を
承
け
て
い
る
こ
と
が
因
果

的
用
法
と
認
定
す
る一
つ
の
目
安
に
な
る
が 、
次
に
挙
げ
る
例
は 、
一
見
断

定
表
現
を
承
砂
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が 、
そ
う
で
は
ない
例
で
あ
る 。

ニン
3

1

0
仁
積 、
文
本
ト

師
弟
ニ
テ
有ル
程一一
互
ニ
隔
ツ
ル
心
元
シ 。(
今
昔
物
語

集 、
九・
三
十
六 、
二
四
八
⑩)

O
定
綱
申
ケ
ル
ハ
「
十
五
日
ニ
参ベ
キ
ニ
テ
候シ
ホ
ド
ニ、
三
郎
四
郎ヲ

モ
待
候シ
上 、
折
節
此
ホ
ド
ノ
大
雨
大
水
ニ、
思
ワ
ザ
ル
ホ
カ
ニ一
日

逗
留シ
テ
候」
ト

申
ケ
レ
パ 、
(
延慶
本
平
家
物
語、
第二
末
約
オ)

前
例
は
「
ニ
テ
有ル」
を
承
け
て
い
る
が 、
今
昔
物
語
集
の
ニ
テ
ア
リ
は
断

定
表
現
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
(
拙
稿
「
断
定
表
現
『
に
て
あ
り』

の
成
立」
『
園
祭
院
雑
誌」
mm
巻
刊
号 、
一
九
九
七) 、
「
師
弟
で
い
る
問 、
互

い
に
疎
ん
じ
た
気
持
ち
は
な
かっ
た」
と
解
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る 。

後
例
の
延慶
本
平
家
物
語
の
頃
に
は 、
ニ
テ
ア
リ
が
断
定
表
現
と
なっ
た
も

の
が
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も 、
ホ
ド
ニ
が
ナ
リ・
ニ
ア
リ
を
承
け
て
い
な
い
こ

と
か
ら
考
え
て 、
こ
こ
も「
参
上
す
る
つ
も
り
で
控
え
て
お
り
ま
し
た
聞
に」

と
解
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る 。
い
ず
れ
の
例
も
因
果
関
係
の
な
い〔I・

乙〕
の
例
で
あ
る
こ
と
も
右
の
解
釈
の
傍
設
と
な
る
で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
次

の
例
は
「
ナ
ル」
を
承
け
て
い
る
の
で 、
因
果
的
用
法
の
例と
認
め
う
る
も

の
で
あ
る
が 、
俊
海
本
で
は 、「
誠一一
妙
ナ
ル
宗ナ
ル
ヲ」
と
なっ
て
い
る(
影

印 、
六
七
頁)
の
で 、
確
例
と
は
言
え
ない 。

O
(
念
仏
宗
は)
実
ニ
目
出
度
キ
宗
ナル
程一一 、
余
行
余
善
ヲ
撲、、\
自

余
ヲ
仏
菩
薩
神
明マ
デ
モ
軽
メ 、
諸
大
乗
ノ
法
門
ヲ
モ
誘
ズ
ル
事ア

リ 。
(
沙
石
集 、
八
四
⑫)

注
凶
鈴
木
恵
氏
「
原
因・
理
由
を
表
す
「
間」
の
成
立」
(『
国
語
学』
問 、
一

九
八
二)
は 、
公
家日
記
に
お
り
る
原
因・
理
由
を
表
す
「
自信」
の
例
と
し

て 、
「
九
暦』
の
次
の二
例
を
挙
げ
てい
る 。

O
但
内
弁
大
臣
申
云 、
永
可
御
出
之
程 、
将
著
曜
者 。
重
被
仰
可
早
著
之

由 、
断定
之
大
臣
著
座
了 。
(
天
慶
九
年
八
九
四
六〉
四
月二
十
八
日)

O
置
位
記
筈
之
程 、
後
間
可
注 。
(
同)

前
例
は
「
可
御
出」
聞
に
「
著
握」 、
後
例
は
「
置」
間に
「
注」
とい
う
よ

う
に 、
〈
重
時性
〉
の
例
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか 。

注
日
小
林
千
草
氏
(
注
2
文
献)
第二
章
参
照 。

注
ロ
山
田
潔
氏「『玉
塵
抄」
の
確
定
順
接
表
現」
(『
園
間学
院
雑
誌』
幻
巻
7

号 、

一
九
九
二 、
及
び 、
小
林
賢
次
氏
『
日
本
語
条
件
表
現
史
の
研
究」
(ひ
つ

じ
喬 一房 、
一
九
九
六)
第
七
章
参
照 。

注
日
小
林
賢
次
氏
(
注ロ
文
献)
第
四
章 、
第
六
章
参
照 。

[
付
記]
本
稿
は 、
園
祭
院
大
皐
国
語
研
究
会
平
成
十一
年
度
後
期
大
会
ご
九

九
九
年一
一
月二
七
日)
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
と
し
て
い
る 。
席
上 、
諸
先

生
か
ら
御
教
示
を
賜っ
た 。
ま
た 、
稿を
成
す
に
あ
た
り、
岡
崎
正
継
先
生
か
ら

多
大
な
御
指
導
を
賜っ
た 。

ーーー
園
皐
院
大
撃
大
学
院
生

ーーー

(二
O
O
O
年
四
月二
二
日
第一
稿
受
理)

(二
O
O
O
年
六
月二
九
日
最
終
稿
受
理)




